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氏名 　　渡　辺　佳　正　　議員

ＰＣＲ検査と抗原検
査を全ての市民が安心
して何度でも受けられ
る体制の整備について

市の補助で受けられるＰＣＲ検査を、市民が約３万円
の検査費用を立替えせずに受けられるようにならないか
伺う。

市　　長
病 院 長
関係部長

検査で陽性になっても生活の保障がないため、検査を
受けたくないという市民が多い。陽性者に対する生活保
障について、市独自の経済的支援を考えられないか伺
う。

ＰＣＲ検査機器を所有している市立病院や民間医療機
関の協力でプール方式のＰＣＲ検査を導入し、ＰＣＲ検
査数を大幅に増やし、検査料金を大幅に抑えることがで
きないか伺う。

簡易的なＰＣＲ検査キットまたは抗原検査キットを、
全世帯配布または公的機関での無料配布はできないか。

新型コロナウイルス
感染症自宅療養者への
対応について

自宅療養者に対する経過観察、定期的診断及び食料や
生活用品の搬送などについて、市と県・保健所の連携体
制構築はどこまで進んでいるのか伺う。

市　　長
病 院 長
関係部長

これから始まる抗体カクテル療法は、保健所、市立病
院、医師会及び市保健福祉部でどのように連携して進め
ていくのか伺う。

現状の議会に関する
市長発言について

議長が欠けても、副議長が議長の職務を執行してお
り、議会の機能がストップしているわけではない。それ
に対し「パンク」と表現したり、新議長が決まった後に
「整備工場入り」と発言したり、また、議会の重要な議
決事件である議員定数にまで踏み込む発言は不適切では
ないか。


